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 10 月 31 日はハロウィンです。最近では子供だけでなく、大人も仮装をして楽しむイベントとなっていま

すね。さて、みなさんはなぜハロウィンで仮装をするのかをご存じですか？  

ハロウィンの起源は、古代ケルト人が行っていた「万聖節」という行事だと言われています。万聖節は

11 月 1 日。古代ケルトではこの日からが新年であり、前日の 10 月 31 日の夜には、死後の世界との扉が開

き、先祖の霊だけでなく、悪魔や魔女、さまよえる魂などもやってくると信じられていました。そのため、

さまよい歩く魔物に魂を取られることを恐れて、人間だとバレないように、ドラキュラやお化け、魔女や

ゾンビなど、怖い魔物の仮装をするようになったのだそうです。  

日本では大手テーマパークがハロウィンに目を付け、イベントを仕掛けたことで人気に火がつき、今で

はなくてはならないイベントの一つになっています。   

お子さんにとってはお菓子がもらえる楽しいイベントです。でも、お菓子を食べた後に歯を磨かないで

いると虫歯になってしまいます。食後は、しっかりと歯を磨きましょうね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

やなぎだ歯科 

住  所 桜川市西飯岡５３９－４ 

電  話 ０２９６－７６－３７００ 

診療科目 一般歯科、小児歯科、審美歯科、 

インプラント、予防検診、床矯正 

フッ素塗布、３Mix 法 

 

 

 
 

診察時間 月 火 水 木 金 土 

午前 
9：00 

～12：00 

9：00 

～12：00 

9：00 

～12：00 

9：00 

～12：00 

9：00 

～12：00 

9：00 

～12：00 

午後 
14：00 

～18：30 

14：00 

～18：30 

14：00 

～18：30 

14：00 

～18：30 

14：00 

～18：30 

14：00 

～17：30 

休診日 ：日曜・祝日 
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 ★歯周病は手のひらサイズの傷！？ 

歯周病とは、歯と歯肉の隙間に歯周病菌が侵入し、歯を支えている組織を破壊していく病気です。

日本人の歯を失う原因の第 1位で、30代以降の 2/3 名が罹っていると言われる恐ろしい病気です。

この歯周病は、歯が抜けてしまうだけでなく、様々な全身疾患との関りがあります。 

 歯と歯茎の境目には、「歯肉溝（しにくこう）」という 1～2mm のすき間があります。歯周病菌は空

気を嫌うので、歯垢の中の歯周病菌は、この歯肉溝から奥へ奥へと潜り込んでいきます。すると、

歯茎は炎症を起こして赤く腫れ、出血しやすくなります。これは異物である歯周病菌を追い出そう

とする身体の防御反応です。歯茎の炎症が深いところまで達すると、歯と歯茎の密着が剥がされて

しまい、ポケットのような袋状のすき間ができます。これが「歯周ポケット」です。 

こうしてできた歯周ポケットには歯ブラシが届かないため、掃除が行き届かなくなります。そして

歯垢がたまって細菌の温床となり、やがて歯石になります。そして、歯石のなかで細菌がますます

増殖・活性化し、歯周病の悪化を招いていく、という悪循環に陥ってしまうのです。 

 歯周ポケットの内面は、すり傷のような状態で出血しやすくなっています。食事で噛むたびに血

管の破れ目から細菌が体内に入ります。全部の歯に深さ 5mm の歯周ポケットがあるとすると、その

歯周ポケット内の総表面積はちょうど手のひらと同じサイズになります。つまり、手のひらサイズ

の傷の表面が、細菌やその毒素、炎症物質にさらされている状態なのです。この傷から細菌が体の

中に入り込み、体の調子をおかしくしてしまうことは容易に想像できますね。 

★どんな病気と関係があるの？ 

・心臓・脳血管疾患 

歯周病菌により血管内にプラーク（脂肪性沈着物）が作られ、心臓の血管内の壁に付着することで

血液の通り道が狭くなり、心筋梗塞、心内膜炎などを引き起こします。 

・脳梗塞 

歯周病原因菌により脳の血管内にプラークが張り付くと、脳の血管が詰まって脳梗塞を引き起こす

ことがあります。 

このほかにも、糖尿病、アルツハイマー型認知症、低体重児出産、糖尿病、誤嚥性肺炎、関節リウ

マチなど、様々な全身疾患と関係があると言われています。 

★歯周病を予防しよう 

 歯周病の予防と治療の基本は、日々の歯みがきです。正しいブラッシング方法を身につけ、フロ

スや歯間ブラシを使用して、歯と歯の間や歯周ポケットも清潔に保ちましょう。また、定期的な歯

科検診でプロのクリーニングを受け、自分では取り切れない汚れを掃除すること、初期の歯周病を

見逃さないことが大切です。 

 

 
 

歯周病と全身疾患 
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